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［事案 2025-9］新契約取消等請求  

・令和 8年 6月 22日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

募集人の説明不足を理由に、契約の取り消し等を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 17年 2月に契約した個人年金保険（契約①、契約②）、平成 17年 11月に契約した個人

年金保険（契約③、契約④）、平成 18年 2月に契約した養老保険（契約⑤）、平成 18年 2月に

契約した終身保険（契約⑥）、平成 18年 9月に契約した個人年金保険（契約⑦）、平成 19年 2

月に契約した個人年金保険（契約⑧、契約⑨）、平成 19年 6月に契約した個人年金保険（契約

⑩）、平成 21年 5月に契約した終身保険（契約⑪）、平成 21年 6月に契約した養老保険（契約

⑫）、平成 21年 12月に契約した個人年金保険（契約⑬）、平成 22年 2月に契約した個人年金

保険（契約⑭）、平成 22年 7月に契約した養老保険（契約⑮）、平成 22年 11月に契約した終

身保険（契約⑯）、平成 24年 5月に契約した終身保険（契約⑰）、平成 24年 6月に契約した終

身保険（契約⑱）、平成 24年 7月に契約した利率変動型積立保険（契約⑲）、平成 25年 2月に

契約した終身保険（契約⑳）について、募集人が自分の意向を確認せず、契約内容等の説明が

ないまま加入、契約者貸付、減額、解約、転換等の手続きをさせたため、契約を取り消した上

で、消滅した契約を復旧させ、契約者貸付を取り消し、既払込保険料を返還してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

 新規契約や転換の申込は、設計書および重要事項説明書に基づき、説明がなされており、ま

た、複数の契約において、意向把握や成立前確認がなされていること、各契約者貸付や解約手

続きについても、これらの金銭は申立人の口座に着金しており、これらに関するお知らせも申

立人に送付されていること、募集人が金銭を回収し費消した事実もないこと等から、各手続き

は申立人の意思に基づき行われており、申立人の請求に応じることはできない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、募集時の説明状況等を把握

するため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

 上記手続の結果、本件は和解により解決を図るのが相当であると判断し、当事者双方に対し、

和解を促したところ、同意が得られたので、和解契約書の締結をもって手続を終了した。 

 

 


